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日本興亜損害保険株式会社 

 

日本の希少生物種の保全活動「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト」 

～全国４７都道府県で累計３２５回のイベントを開催、参加者１８，０００名を突破～ 

 

株式会社損害保険ジャパン（社長：櫻田謙悟、以下「損保ジャパン」）と、日本興亜損害

保険株式会社（社長：二宮雅也、以下「日本興亜損保」）は、「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ  

プロジェクト」において、２０１１年度の開始から３年間で累計３２５回のイベントを 

開催し、１８，０００名を超える市民の皆さまに参加いただきました。 

また、２０１３年度の「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト」の活動資金として、環境

ＮＰＯ等に８８，９６９，５８０円の寄付を行いました。 

 

１．「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト」の概要 

「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト」は、お客さまが自動車保険のご加入時に 

Ｗｅｂ約款をご選択いただいた場合に、その実績に応じて環境ＮＰＯなどに寄付を行い、 

日本ＮＰＯセンター、地域の市民活動を支援するＮＰＯ支援センターや全国の環境ＮＰＯ

と協働で、市民向けの生物多様性保全活動を行うプロジェクトです。 

このプロジェクトでは、地域住民の方々に身近な自然環境に関心を持っていただく 

機会を提供するとともに、企業とＮＰＯが市民の皆さまと協働で環境保全活動を実施する

ことで「いきものが住みやすい環境づくり」を目指しています。 

 

２．２０１３年度の活動 

２０１３年度は４７都道府県で１３８回のイベントを開催し、６，９４７名の市民の 

皆さまに参加いただき、２０１１年度の開始からの累計参加者は１８，０００名を 

超えました。 

２０１４年１月には、過去３年の取組みを公表するとともに、これからの企業とＮＰＯ

の協働のあり方について考える、「みんなで語ろう！これからの企業とＮＰＯの協働の 

カタチ～『ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト』３年間のあゆみから～」を開催し、 

ＮＰＯや企業など多くの方に参加いただきました。 

 

３．今後の展開 

２０１４年度の「ＳＡＶＥ ＪＡＰＡＮ プロジェクト」は、６月から各地でイベント    

開始を予定しています。損保ジャパンと日本興亜損保は、今後もＮＰＯなどとの協働を 

通じて、市民の皆さまに身近な自然環境に関心を持っていただく機会を提供するとともに、

持続可能な社会の実現に取り組んでまいります。 

 

以 上 

 


